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 [授業の概要・目的]
・日本語での研究報告に必要な表現の獲得を目指す。
・語彙力を高め、様々なジャンルのテーマについて議論できる能力、また文章を精読、速読できる
能力といった総合的な日本語力の向上を目指す。

 [到達目標]
・研究報告が書ける表現能力を獲得する。
・語彙力のある、できるだけ正確な表現力を身につけ、ディスカッションできるようにする。
・新聞などの読解力を高める。

 [授業計画と内容]
（１）研究報告作成のための表現（8回）
　　理工系の研究報告に必要な以下の表現を学習する。
　　・特徴、開発の経過、研究テーマを説明する表現
　　・序論、データの提示、データの説明、考察、結論などに使われる表現

（２）読解、会話、文法（6回）
　　前期に引き続き、以下の項目を学習していく。
　　・新聞等を精読し、語彙力を高め、読解力を身につける。
　　・その内容についてディスカッションする。
　　・間違いやすい文法項目を整理(せいり)し、より正確な日本語表現能力を養う。 

（３）期末試験（1回）

（４）フィードバック（1回）

 [履修要件]
・履修登録前に日本語・日本文化教育センターの日本語プレースメントテストを受けること。プレ
ースメントテストの日時は、国際高等教育院日本語教育HPを参照すること。
・前期、後期の連続履修が望ましい。

 [成績評価の方法・観点]
・「参加態度」30％、「小テスト、実技、最終テスト」70％で評価する。
・成績評価基準の更なる詳細については、授業中に指示する。

 [教科書]
毎回プリントを配布する。

 [授業外学修（予習・復習）等]
毎回予習をし、小テストの準備をしてくること

 [その他（オフィスアワー等）]
 


